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主催：読売新
聞社、日本テ

レビ放送網
、読売テレビ

、読売日本交
響楽団

共催：公益財
団法人東京

都歴史文化
財団 東京芸

術劇場東京芸術劇
場            

KOHEI UENO
サクソフォン上

野耕平
Saxophone

KAZKI YAMADA
山
田和樹

首席客演指
揮者

Conductor

ヤマカズ、
狂騒のフィ

ナーレ！

Jazzy-Waltzing!

GLAZUNOV: Concert Waltz No. 1 in D major, op. 47

グラズノフ：演奏会用ワルツ第１番 ニ長調 作品47
HAYDN: Symphony No.104 in D major, “London”
ハイドン：交響曲第104番 ニ長調 「ロンドン」
KAPUSTIN: Concerto for Alto Saxophone and Orchestra, op. 50

カプースチン：サクソフォン協奏曲 作品50

RAVEL: La Valse
ラヴェル：ラ・ヴァルス

サクソフォンの可能性を
追求する“革命児”

モンテカルロ・フィルの芸術監督を務め、
国際的に華々しく活躍する俊英

KOHEI UENO
サクソフォン上

野耕平
Saxophone

KAZKI YAMADA
山
田和樹

首席客演指
揮者

Conductor
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  東京芸術
劇場には一

時託児サー
ビスがあり

ます（公演
1週間前ま

でに予約）。
株式会社ミ

ラクス ミラ
クスシッタ

ー 0120
-415-306（

予約受付：
平日9時‒1

7時）　　　
　学生の方

は、開演1
5分前

に残席があ
る場合、¥2

,000で入場
できます（要

学生証／2
5歳以下）。

ただし席を
選ぶことは

できません
。開演1時

間前から受
付で整理券

を配布しま
す。 ■都合

により曲目
、出演者等

が一部変更
される場合

もご

ざいます。 
■ご購入い

ただいたチ
ケットは、公

演が中止に
なった場合

以外でのキ
ャンセル・払

い戻しはで
きません。あ

らかじめご
了承くださ

い。 ■未就
学児のご入

場は、固く
お断りいた

します。

読売日本交
響楽団 第2

64回 日曜
マチネーシ

リーズ

2024年2月4日（日）14時開演

S¥8,000  A¥6,000  B¥5,000  C¥4,500

東京芸術劇
場コンサー

トホール

東京都豊島
区西池袋1

-8-1　Tel. 
03-5391

-2111

● JR・西武池
袋線・東武

東上線・東
京メトロ「池

袋」駅西口よ
り

  徒歩2分（
駅地下通路

2b出口と直
結しています

）

プレイガイ
ド 東京芸術劇

場ボックス
オフィス  0

570-010
-296

読売日本交
響楽団 第2

64回 土曜
マチネーシ

リーズ

2024年2月3日（土）14時開演

S¥8,000  A¥6,000  B¥5,000  C¥4,500

山田和樹（首
席客演指揮

者） 

生命力あふ
れる音楽で

、国際的に
活躍する日

本のエース
。2018年

4月から

読響首席客
演指揮者を

務め、今年
3月に同ポ

ストを退任
する。東京

芸術大学

指揮科卒業
。09年ブザ

ンソン国際
コンクール

優勝。BBC
響を指揮し

て欧州

デビュー。
パリ管、ベ

ルリン放送
響、フランク

フルト放送
響、ドレスデ

ン・フィ

ル、チェコ・
フィルなどへ

客演。オペ
ラでは、モ

ンテカルロ
歌劇場など

で活躍。

23年夏には
バーミンガ

ム市響とB
BCプロムス

に再登場し
たほか、ボ

ストン

響を指揮し
てタングル

ウッド音楽
祭へのデビ

ューを成功
させた。24

年5月に

はシカゴ響
にデビュー

する。スイス
・ロマンド管

首席客演指
揮者などを

経て、

現在モンテ
カルロ・フィ

ル芸術監督
兼音楽監督

、バーミンガ
ム市響首席

指揮

者兼アーテ
ィスティック

アドバイザ
ー、東京混

声合唱団音
楽監督兼理

事長。

上野耕平（サ
クソフォン）

 

才気みなぎ
るサクソフ

ォン界の革
命児。東京

芸術大学卒
業。日本管

打楽器コ

ンクールに
史上最年少

で優勝、ア
ドルフ・サッ

クス国際コ
ンクール第

2位など

受賞多数。
世界サクソ

フォン・コン
グレスにソリ

ストとして出
場するなど

、国内

外の楽団と
共演を重ね

ている。20
20年1月に

は、下野竜
也指揮の読

響と

ジョン・アダ
ムズのサク

ソフォン協
奏曲で絶賛

された。23
年にアルバ

ム「Eau 

Rouge」を
リリース。

NHK-FM「
×（かける）

クラシック
」司会のほ

か、テレビ

「題名のな
い音楽会」「

情熱大陸」
などにも出

演。「ザ・レヴ
・サクソフォ

ン・クヮ

ルテット」メ
ンバー、吹

奏楽「ぱん
だウインド

オーケスト
ラ」コンサー

トマス

ターとしても
活躍中。鉄

道と車もこ
よなく愛し

、深く追求し
続けている

。

首席客演指
揮者

ヤマカズ、《
マチネー》最後

の進撃

狂乱のフィ
ナーレ！破壊

と創造の「ラ・
ヴァルス」

“革命児”上野
耕平がカプー

スチンの協
奏曲を吹く

！

数々の名演
奏を刻んで

きた山田和
樹が、202

4年3月末
で読響の首

席客演

指揮者を退
任する。同

ポストとし
て指揮する

最後の《土
曜・日曜マ

チネーシ

リーズ》は、
グラズノフ

とラヴェル
の対照的な

ワルツを両
枠に、ハイ

ドンの古

典の傑作交
響曲とカプ

ースチンの
モダンな協

奏曲を挟む
。最後まで

攻める姿

勢を崩さな
い“ヤマカズ

節全開”の
組み合わせ

だ。

幕開けを飾
るのは、グ

ラズノフの「
演奏会用ワ

ルツ第1番
」。ハープの

伴奏

に乗った甘
美なメロデ

ィが、絢爛
豪華な舞踏

会を描き出
す。続く「ロ

ンドン」

交響曲は、
“交響曲の

父”ハイドン
が新天地イ

ギリスでの
成功を求め

て書き上

げた意欲作
。作曲家最

後の交響曲
だが、快活

で新たな始
まりを予感

させるエ

ネルギーに
満ちている

。山田の歯
切れの良い

タクトが弦
楽器のリズ

ムを際立

たせ、躍動
感あふれる

演奏を繰り
広げるだろ

う。

気鋭のサク
ソフォン奏

者・上野耕
平を迎えて

披露するの
は、カプー

スチンの

協奏曲。こ
の楽器のた

めの協奏曲
自体珍しい

が、管弦楽
もギター、

ベース、

ドラムスな
ど“異色”の

楽器を交え
てジャズや

ロックの要
素満載の音

楽を展開

する。ジャ
ンルの垣根

を越えて活
躍する上野

の独奏は、
即興演奏の

ごとく目

まぐるしい
パッセージ

を吹き荒ら
し、超絶技

巧を冴え渡
らせるだろ

う。彼と共

演を重ねる
山田も「一

音を聴いた
だけで、た

だ者ではな
いと思った

！」とその

才能を絶賛
している。

今回も自在
なリズムで

スイングを
効かせ、推

進力のあ

るグルーヴ
を生み出し

て会場を熱
狂へと誘う

。

プログラム
の最後はラ

ヴェルの「ラ
・ヴァルス

」で締めくく
る。“ザ・ワル

ツ”の

煌びやかな
タイトルと

裏腹に、第
1次世界大

戦後の作曲
家の喪失感

が影を落

としている
。幻想的な

ウィンナ・ワ
ルツは、陶

酔から破滅
へ誘う危う

い空気を

たっぷりと
漂わせなが

ら徐々に崩
壊へと向か

い、大編成
の管弦楽は

入り乱れ

金管楽器が
咆哮する狂

騒のフィナ
ーレへと突

き進む。山
田は、とき

に既成の

価値を壊す
ことも厭わ

ず常に新し
い可能性を

追求してき
たが、破格

のワルツ

からどのよ
うな世界を

創り上げる
だろうか。

山田の豪快
なスケール

で描く劇

的なサウン
ドをどうぞ

お聴き逃し
なく。

けんらん


